
このな彰tこ 植るシた.ζィ井1ヾ、
書し、kく |い さし卜'

今ヽ 9月 〉

｀
汗たヵヾ う■つ

｀`′`



ι

～

Ｄ

ぢ

　

猶

）
～

。

ぶりの中ぜ
｀

生して:ふちりぁ,ゝ ヽ`)さ tミ ぢ4反 弁 ぜ
｀
丁未。

、ん きだ きた
｀
見 し、ので

｀
4本 さ日 tミ l」 気■フ

この(aぜ チ。

ん月
↑
χ翁■」とぃ)rl D｀ら保南文TJ X― |し Dヾ

｀

馬きゝ し入。1夫スとは誠人の買札 ミ莉 り又`

＼`マリのあ3イ ]る。豊 スの早 Rい 、じふわ3が
｀
は

方よくウ寒ルヾ りモルカ|ミ グふ争。」とありさし卜D

ぃも争t‡ あ
｀
Aし しヽ卜争t乃 い こノ`1會

かioヾ

六カ嘔l材＼との葉がりpヾ た`り体はノヾ今>求た 。ヾ`

力いんだ乃ぁとしl離斉熟きバく
｀
,ヒ 縮 さり 34夫

t待 ちお又てヽヽも十ていιマおら、業かヾ)て おの

亀かiρヾあまただマJあ とiじ o`十 つ``温めヽい気碕

げて下さぃれ。

ノぃし丁フ

T事 くTδ り

日 Dヾ 矢1く

メρヾ■ デ

ゐ>マ ヽ■のセ島マヵバヽッ

いい 3の こ八 じま冷0

2



ちt(アごりTし た。

色かしぃフpヽ
t∫ ぎ控 ぇpヾ ざょら 3孫、tヽ あn

3｀イま寿とヽ otぎ
｀
あう7んず贄後ぶR゛ :歌 ″ヾしわ`ットわ` oJ

乃ぼ 記 Dヾ
｀
してしらえζざ〉ド 毎日ヽ 人事lミ ktマタ

4秩ミ ttイ スえ方ええていわ`″びりいtゴ いりおい河あと

伯かの責イi trじ げ辞す。

かヽこのキ♪ヾイ髪えTゴ 甘の十tミ 殉〉て

ろょ)ぃ きわはよTバ
｀

ブ考庁Ttか らDい のし封L髪 Tょ のゎヽし――しにき` た。

ぉ返しめ、ょ場 f午 バンえいめ`らヒ間スイしさにトリ、人

問ιミと,K却倉pく
｀ヽヽ ヽヽわ lミ ■お)て いう貝 bヾ t`〕ア.

可クぜほたくtむ Dヾ 一各大切ゼワo政 ざゎかヽ)て ぃてし

薄 0「δか 更生しいだり げザ 。も

私自身 しお基参りいイT)に ‐負し発足 tヽ 再 ,【

しい鷲い博りヽ 破燿ざり。

Fl「
ん`∫おく人に さ`Rし t`声 3と ・ヽカ

大手蘭事■ア疾

い

　

ｔ

斌
　
着

き

・
　

３

し

　

お

し
　

り

な
　

氣ヽ
η

ζ

〉

　

ヽ
の

い
　

嶋

8



で ぉ盆 ぉ薇斧く
さ
らぃは

To姿 ■見、1ミ ぉ基ジら、リ

み人 薄ざぇゑ

い,ぁ と凡ヽ tt」

蒙族

ヽした

■

人間はい)。＼げ迎ぇバヽ く3争 け誰 しごけら
オヽき、た。ktて 畦き今リァベてルヾ`業pく

｀
りあtヽ

たDヽ ては相身互、、育入だと 自冷量の堵「ハざ
tよ 乃くなさてぃきkい ざグな。

tう 研く
いマぅ

｀
ィ皮岸ぜグ。ィ皮,卜 の入り|ミ |ょ ミしく「3

D卜 げ|ょ

゛
ぁちゃ入バ`大メ多tド 卜ゝとぃフェむゞ

ヽ

梯建Б薇ぇて、Rtら ら`うゎヽら、舛ぇ7ぃ〕グ。
て へヽし雰(族 � ,て ぉ息み りぃィテ)マ ぅに

下さしヽ。

ざ)tfもヽ`湿ょ〕Bpヾ 遅 ぎt3LR、 ぃこけょ。

4



＼色かの力引ちじ`て一幸 りの人靖 しくす●手う:―

乃がっTニ ス・不け。(尽 ゎり 、ヽJu」

14)。 づさん、多ザんだ θ9■ ミJこじゴで体73て
いしめゎヽ7

ガじ

丁

　

　

７

ご`とヤレンガ́ !ι 曰そ
い ずろじ T命

形予「力毛ウヵ」と考ぼ■7'ロ デ可口わヽあッ
1し う。れのせ孝λ、ユら嗜れ、わγ2人 からしブ∫のでい迷癬■

1∫ 、, 手う l= v iz[ ゥク ■ じ々 め 71 の 。`7∫

てみろしぎ巧ンれァず♭θね ルゝ の労々 t34'ρ ■力文たいろ

ュレげぃ/ク ソし手し71ク サ茅見t〔 ザちらや`とした1デ ィ也人

鳥可ろタイフ (゚||

t二 も 争

ンtろ xぇ てtら ってt,孝 し It

』静j句 37∫ 01イ tし み又んられれア3.

ιllし ,

金オん

キり´
´

イ
′
―

＾
丁″

７ハ
タス´

ン
イ
リ

て４
フ

リ
フ
レ

の

アレ■子´
フ々ヾ

や阿
η

ブｙ
ｔ
フ

年立
グ

しく 1ヽ7∫ ゃ`
い
う

つ
｀｀

こ
イ

し気

じ の

ま゛り` バ、前j |し じnて ぅ可レヽ1
|´ 1こ い、

すろアメんて ォス1,tユ

ttゃ ↑ιtt ηいの勉

T′
0ゞご んのイ不4立卜物か JよノFゞ 7ゴ って||」 とく髯多レぇうし3夕也す

0｀ ら スノズ` 1

t ab7て
いもま

千〕。 くして やろれtlア JJ～ げ'、りて
いlヽを し

ヽ

ｂ

　

ろ

ｔ

　

↓

↑

寺茅力のサィじt,1■ 々の影響もあろヽ え`ョい手すD弟 t」 ぎネ内
脚 の力「′しヵl焦 くレ〕しTl。

"ぢ
ざ
`)の

が a lt/同

ゐ
｀
予みていィロ晨t41 勧か

のたてい́ ゃヽらヽじめ ,ス ムのこマδ

よ可t衣↓めほ
Tち

ゃんした職 t`こ アた
1い

てt,ぃ 。ヽぅ玖

わ

め

りし
'、

ぢで

′
ヽ
　
　
　
　
　
ｔ

ｌ

　
　
　
　
　
で

ふ
り
　

先ヽ

。

　

　

　

　

■

、

す

　

て

ぃ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
４
ん

「

紋

や

　

　

・ｔ

ト
　
ン

。
　
　
　
　
　
「
ノ

レ

　

　

一ソ

、
か
　
　
　
　
ヾ

Ｔ
Ｉ
　
　
　
，
‐

か

　

」

ヽ
り

　

　

　

．
´

れ
揚

ス
呟

７

わ

／

ｎ

ｌ

‘

り，
―

人
Γ

碑ざ

りの の多
く

ヽ́
ιハυ

ヤ
｀
｀`

|ヽ

０
　

及

■
リ

　

タ

，

ひ
て

，ス
■

てぞヤ

日
１

１

Ｌ

り

　

　

，

〕

＼

　

　

　

′

ヾ

ｂ蕨

輌 tfせ て t

5

千かんて｀」



の々Lこ t,そクタみ「・ 崚ヴて

句 りヽヾ ■

し3っ てい110● し7■ ギ ″の夕執いもヽヽtt l丁 千しれ

l=Jく てみろt)た め子レT〕 。 べ`助ιY tttゃ らヽっ、,

孝い 、 しt」 レヾ1■も りましTし ゃヾ 矛こ て
｀`
し■

Ot, しいtX■ ゃ`ヽすてくキヽろ手うtt ttJり 子ほい■巧
`ぽ

い

してくれ 手り、‐Jり そん,よ ルのまにt,多 ごo,ヾ ぃ手す。
「為ヤヾ訟かう)ス スの人域なのち

｀
Pな デ

｀
ね 」と

ゴザが 、`―

そして、

tι 探レtヽ 今キλ。ススtOや

ぅ1れZ、 〕jriャ ざ力文にていヽ,ろ 夕λt,lJり 71い アニ ヽヽいれ71。

ち`Cの ,な 以ηt・ 〕んだアは ,よ 0の マ

、ヽつtλ キってくJヽ ひ みヽ冥孝λし,

し 11)。

Ｌ

颯

も
島
イ

０
レ
曰
″

，１
しヽ

つ

人
「
ノ

　

　

レ

チ

　

　

イぐ

、び　　　　　し

“
　
訟

嬌
　
１

ヽ
　
　

っ

匂

　

り

　

　

ヽ

■のヽ
´

イーし
斗
）

０
フ
） 沈 えて

、II ワ t'Ｔ
　

力ヾ
‐

い
　
ろ

′
一［
¨
］
¨
¨
´

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

．一「
ヵ
【
“
［
¨
ぃ
‐
′
′

一λ

て

　

ン

。
　
　
　
　
　
し
）　
　
　
　
　
　
レ
ト
）

イリ

‐っ

　
蒻

子

　

ご

　

　

ヽ
）

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ
っ
ヽ

や

　
　
―
∩
ノ

Tあ
りが

｀ヽ

為ヽ
　
ヽ
′
′
´

不一半不７
ヽん

ヽ
よ

７

Ｖ矛
―
ハ「′／

手の

ウ′
、

んヽ
かアろれλヾ

と,1 心 わ セ 1

6



一

（

Ｃ

今年のat2い 日 が々ヽお毯】まし■鯰ο

た特て`帯電対策の為 にマ 日入二L絵セ咆t7tと通｀`ました。

名■■しのぐ挙tム 糸滲すヒ 翼,■ )‐
'立

｀`Lリ ール負′}ヽ の

遅勧tム 系〕した。

しかと、あろ孝L強 くた し〕tた 。■眩|]「 実 ヽヽ」て'す。

実ぅょぅち場色て、さ)ヽ 7ヽbで 実うた六ヽヽうのでつ。

祐ヵヾ ぁ、かぃ、の7"し｀
フして■0'場 ■で実んうのP,

人ヵ、ヽ、、いぃゴ久T~り 、τしみ うししみ_今 t葺 わにう」)'

場 ■ で たた、、あう人バ 、ろ争にね｀ヽ■3¬ ワLう lT示 した。

そのた3た ]ヽ一 度、二麦 なけ あ )ヽ3tた 。

、、っかか、実 、、9蹟 バ 篠ゎフてし]フ ■のな さ`ラか7

ち、テしビで見ろぁぇ、、みのフしント、Bメ 子ちフしの人々 も

尽 L為 た l.じ T_)、 え■キ Ltう な しF_D、 時 1・ 嘔 人■ いじ妙

てみ～)で 実う。4はかかるの家｀`て オ`フが7

1ヾ パツかにbジ 、みんいで
'一

楽しか,T_あ 。しもえ3

た、、な tよ うが7



今のみ供こか ミヽのよう
'貿 ぅえ4〕 、、実、、のキで■人に

]｀フて行く亭に、/r― 妄

尺の名かL晨、し'Й ろ

とRヽ 、、ます。

こ危″太原■と強く強4かんじ輝九

よう〕役 し、、′ヽ`こ持つて有フて|ラ し`｀

た二 の子秩 呼イヽごとI見 ノlで 1」 ワこぃの裏のえ、、lcノ崎71と しますθ

次 して也 ^十六いこ・ラかわ らぅと 人としてう }で ぁ持ら力っ|ょ

かl19ケ ト ヽヽ とた 、、]す。

人人のた望か 世` め 中 の良4)ヽ、荒 え にえ tЙ〕 、`、で、しフイリ

と考え毛場 う、子供 之 乙 育てて行メヽ コヽ 4マ |よ ｀`りb＼、こえ 、、まり。

コたユ |か どのイ早 1晃 tと マt索 口亀し、、イト発で tた さ。

|口
_,7コ ほ う 。 こか り/T― に ノ再高フL堆見 L人 々 ヒも ぇ 気 ■

'3カ
t

与えマスЙ D/午 、り、〕てヽ し■ .Tこ ぅ亀 tちかしタャ菫なろ在日向ネま7ケ ーつ 」

は 実、、ス ぁジの人′陥 う`てで 日外人パ ヘtll l■ しマt■ 人と人との

繁バリで帰リバ3)、 |ヾバ フゝLが 4〕 ろ作品でした。

なこた1ょ どん》時に安｀ヽまちか?#いひょ之笑ぃ手ブ。

,魚tえ し》バ5魚 実、、53事 tゝ D〕 」,「 歩一資し、 ″ル →十りしたイ4

進 ストしスむたか |卜浚み》人かどこかへ准 んてイ〒4よ う3｀ 、みんら、てい

孝し,t斤じじぅ・ ん■処いか 、ヽ、ですぬ



布み!た 1-ア ー ~~~p

.ち 各■めどろあ`プカ■んバ考久んる 久還二寺

イ亀 イZT― ら力ゞ ヤ リ ス久λ ろ Bえ
'I人

の力kλ

｀え 囚に黒ワ‐く「ス隼4■ 。こτたの
'て

｀

曰i乏 ヤ、み 人 の政 会 '彙 」祖 御 会 式 (422/θ μ̂ `縣 彙 ハヽ と`:

内野 日焦、り去主 のこ^イにギ多 .名 有 Bn/陀 上人の承 ;合 鼻衡
=こ

、

のなタネt tt■ CDも つヽヽ■｀`子すo

ルの前 千ら カラー写真 て・

'↓

山 欠之埼 と Bてい責 しんで

イ災羊1]C,t tt t,バ 5へつ一デ ヒ間 ヽヽて

“

14こ 、

′、いマ l■

(久
立尋 。で夕1千 して` 3`気 つてう。

是二うい 4'・ して えて た んで 憫 ぃてみて爪さtヽ p

λ 鐘 、 あヽ
晨負 日 L D3え う 声 そして 日 島 侭 れ .尺 屹 と 一｀。

9

わフし、、本ヵ＼ヽ|き 、、`)詠 し た 。

ぅのぅ去う色 」〕リース‐ ル°/0ヽ
、　ヽヽ

　　　　　コ

う

π可

ぞ

工え

めＬ

”人

ユ
■
）

―́

キ
曰

―́

〔朝日あ闇忠レ負えL)



〈 91oチ責L〉

笏″
′

、
一
´

諄猾主
η

一ヽ
´

み体才η諄彿

孝及Rヽ次守
ヽ

　

い
ソユ

ル
チ

″ｈ
口
＝

かひし
上
７
１

か
協

有
綱
「

多御

ル

メ

入
鼻
句

ネ作
リ

ー
ル

マ の フ孝 ′η ι
｀、

‐

プ

ノ

ｎ

４

／
１

ヽ

ヨ″
０
　
う
ζ

口
月

θ

／

片年ナリ考孫♯衛づ勿
ラちィ作.′与ィヵ睛,万 毀

′/

〃

幻

リ

ガ

リ

リ

っ

／

ｔ

　
　

　

＜

　

　

ｔ

　

　

　

　

　

ｔ

　

　

ｔ

　

　

＜

　

　

　

　

　

ｔ

脚
洵
巾
７
中
山
ル
マ
卿

問 ル``

後

嗜

え
Ｊ
　
　
　
ヘ

ヽ
　
　
　
た

ク

ーハオ

″ヽ

　

フ
　

移

じ
不

”鶴
¨
ま
（

ｒ

ヽ

―

′

―

―

‐

―

ヽ

ヽ

ノ

／

Ｉｈ
ロ

√

―

―

―

―

、

9η 13 午詢lθ tt」ソ

tキア|し竹7'自 なン

9月 13θ

ハ
入

１
ス

テけ
畝
焙

森
燐

47資へ
`

、

′

ノ

ロ

′

―

―

、

7′

マイ12,キ ょり
//

9日 νろ t4多
,

おグケuttrfl

ぶス」

“

欠 方イギプメ方呼千ィタ,多シ
るたの′孝F・lデ 〕右1手 、寺偽現幼

じレ丼
'日
ル1大久ま予

打4年 1嗜ゃょり
10

林レた解すり親子会


